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はじめに- 書誌的説明

① 以下に紹介するのは､1842年 6･月 18̀目に公布されたスウェーデンの ｢民衆教育令｣Kungl.Maj:ts

nadigaStadgaangaendefolkundervi弧ingeniriketの全文訳である｡出典は､SvenskF加fattnings

Samling(スウェーデン法令集-日本の法令全集に当たる)に収められているもので､1842No.19

という番号が付けられている｡

② この法令には､各条文の見出しはついていない｡しかし後年に同法令を収録した"FolkskoleStadgan

mednerafGrfattningarrGrandefolkundellVisningentillledningfarSkolraden"(学区評議会のた

めの民衆教育に関する法令の手引き書) (1880)では､その目次の条に見出しが付けられている｡本

訳ではその見出しの訳をも掲げた｡

③ なお､上記②も条の下位の節に見出しがない｡ここでは､便宜のために､各節にも ( 〉内に訳者

(横山)による見出しを掲げた｡

④ 先行研究の一つである松崎巌は､この法令を ｢初等民衆教育令｣ と訳しているo そのほか重要なタ

ームについての松崎訳と横山訳との異同については､【訳者往]のなかでふれた｡

[解説]スウェーデンの 1842年の民衆教育令について

(1)民衆教育令の概要

1842年に公布されたスウェーデンの ｢民衆教育令｣は､国内の民衆の子女すべてを対象として､必要な

らば国庫補助を与えることを含みながら､国内すべての地域に学校教育の制度を創出することを規定した

スウェーデン最初の法典である｡近年のスウェーデンの研究では､国民教育の歴史の端緒をこの法令にお

いている場合が多い1｡

スウェーデンは当時から王政である｡1842年当時は四身分制議会 (貴族､聖職者､市民､農民)が機能

していたが､法律はこの四身分制議会の審議を経て国王の名で公布された｡本稿と直接の関係はないが､

議会はその後の1866年から二院制となった｡

なお､古典語学校は別に早くから発達しており､その関係法令は少なくなかったから､｢民衆教育令｣が

教育に関する最初の法令というわけではない｡

(2)民衆教育令制定の背景

スウェーデン王国では､国民各層に対する教育については､伝統的に散会の影響が圧倒的に強かった｡

そうしたなかで､地域住民に対する家庭内諮問の根強い伝統があり､その起源は少なくとも17世紀にさか

のぼるといわれる｡家父長が子どもに対して字を読むことと教理問答を覚えることに義務をもったが､こ

のような家庭教育のほかに､教会の日曜学校､貧民の子どものための労働学校､女子のためのスロイ ド学l
校､村落学校などがいわば自生的に各地に設置されていたことも知られる望｡このような事情が背景となり､

当時のスウェーデン人の18世紀の識字率は､西欧諸国のなかでも著しく高くなっていたといわれている.

そうしたなかで 1820年以降になると､助教制を採用する学校が増加し始めていた3｡これらの学校はすべ

て散会の影響のもとにおかれていた｡しかし､それらの学校には教えられるべき内容について養成教育を

受けた教師は配置されていなかった｡自生的な各種の教育施設やその教師について各方面から数多くの不

備が指摘されたが､他方､民衆学校の必置､必就学に対する貴族､聖職者層の反対も根強かった｡こうし

た議論を乗り越えて､ついに四身分制議会の審議を経た民衆教育令が制定された｡

(3)民衆教育令の構成

民衆教育令は全 14か条からなる｡その内容構成を条文単位に整理すれば､以下のようである｡条の次の
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数字は節の数｡

1.学校

学校の設置とその形態 [第1条 3節]

学区と学区委員会 [顛2条 3節]

民衆教育に関する監督と聖堂参事会の義務 [第 13条2節]I

教室-校舎 [第3条 1節]

2.教師

教師の給与 [第4条 6節]

教師の採用 [第6条 4節]

教師の解任と年金 [第 11条 2節]

教師養成校 [第5条 6節]

呂.教育内容

教科 [第7条 1節]

授業時間､地区-の分割､地区での試問 [第9尭 2節]

宗教教授に関する援助と監督 [第 10条 2節]

4.就学 [第8条6節]

5.私立学校 [第 12条 2節]

6,例外的事項に関する規定 [第 14条 1節]

この法令の中核に据えられているのは､学校の設置 ･管理､教師の養成や資質､最低限の教育内容の

確保､就学確保などであることがわかる｡

(4)民衆教育令の特徴の概要

1.民衆教育制度の中央集権化

民衆教育令は､王国内のすべての民衆教育のあり方を規定した単一の法典で､その最も重要な特徴は､

民衆教育制度の全般にわたって全国一律に規定していることであるOその意味でこの法典は､開設され

る個々の学校運営についてはそれぞれの教区に設置される学区委員会に重ねるとしながらも､民衆教育

制度の中央集権的性格を明確にしている｡

2.民衆学校設立の義務化､宗教と教育の未分化

民衆教育令はまず第 1条において､国内すべての教区に学校を設置すべきことを規定している｡ここ

に､この法典の最も重要な目的､特徴が示されている｡なお､ここでの教区は教会組織の末端単位を指

す｡教育と宗教が未分離であったことを示している｡実際には､教育関係では教区は地方自治体の機能

を果たしていたわけである｡1862年にコミューン法が成立した稜も､学校に関する事務は教区に残さ

れた｡

呂.民衆学校の設置形態とその弾力的運用一一固定型と巡回型

民衆教育令は､民衆学校を国内すべての教区にくまなく設置することを予定した (第 1条第 1節)0

この民衆学校網の特徴の一つは､民衆学校の設置形態を通例想定される固定型の学校のみでなく､人口

希薄な地域には教師が巡回する巡回型の学校の存在を容認し､また5年の猶予期間をおくなど､弾力的

な運用を図っていたことである (第 1条第 2飾)｡その他に､伝統的な古典語学校､家庭教育や教区が

認める私立学校で学ぶことも容藷されていた く第8尭第 3節)0

4.民衆学校の設置､管理--学区委員会一一教会の支配

学校の設置主体は､教区単位に住民から連出される学区委員会である (第2条第 1-3節)｡そこにお

いては教区牧師など散会役員が委員長など重要な位置を占めるように配慮されていたく革2条第1節)0

5.校舎

民衆学校の校舎一一法典では ｢教室｣ とI%されている--は教区の住民負担で建設されるべきだと･さ

れている (第3条)占子どもが一ヶ所に集まって教師から教えられ､ともに学ぶ場が ｢教室｣(-学校)

である｡民衆学校を国内すべての教区に必置とするところに民衆教育令の重要な特徴があるとみられる

にもかかわらず､校舎に関する規定は-ヶ条のみである｡

なお､民衆学校校舎の標準プランは､ようやく1860年代に入って提示された｡これによると､プラン

56



スウェーデンの1842年の民衆教育令
横山 悦生

で例示された図面はその大部分が1校舎 1教室で､そのほとんどが校舎の一部を教師の住居としている

ことが注目される｡

6.教育内容と教育組織

民衆学校の教育組織に関する規定は､学校に関する規則は学区委員会が定めると規定する (第 1条第

3節)のみで細目を規定していないためか､後述の教師に関する規定と比較すると簡略な印象を与える｡

民衆学校においてすべての児童に対して習得させるべき最低限の教育内容は､｢a)読み方 (スウェーデ

ン語で書かれた文章を流暢に読むこと)tb)宗教に関する知識と聖書の歴史 (牧師のところで聖餐式の学

習を始めることができるのに必要な程度)C)賛美歌 (ただし､音楽の才能が欠けている場合は例外とす

ら)a)書き方 e)四則の計算のやり方｣と規定されている (第7条)｡つまり母国語による読み書き､四

則計算､最低限の宗教教育が項目として掲げられているに過ぎないともいえる｡

この中の a)也)C)は､従来から教会牧師による家庭内試問で要求された内容であり､a)e)とがいわば新し
く加えられた内容である｡後者を挿入するについては国会においても牧師階層の抵抗をうけて相当の議

論を経て最終的に3票差で決定された･ものであった4｡

これらの初等普通教育と特徴づけられる教育のほかに､宗教教育を充実させるために重ねて格別の条文

(第 10条第 1-2節)を配置していることも注目される｡

法令の文言としては､修業年数､教授法､クラス分けなどに関する規定を欠いている｡1842年のこの

民衆教育令制定後の経過からみて､大部分は単級学級で､教師の養成､供給が遅々として進まなかった

こともあり､教授法については､この法令以前から行われていた助散制がなお広範かつ長期に残ってい

たといわれている｡

7.教師

教師については､法令中で最も多数の条文を費やして規定している (第4条第 1-6節､第6尭第 1

-4節､解職､年金に関する第 11条第 1-2節､そのほかに教師養成校に関する条文)｡資格ある教師

の確保がこの民衆教育令の成否の鍵を握ると考えられていたことを示唆しているといえよう｡また､実

際に 1842年以降の5年間の法令実施に関する予算措置は､主として教師にかかわるものであった5｡

民衆学校教師に要求される資格あるいは資質は､民衆学校が採用しようとする候補者に求める資質に

関する条文のなかに詳細に規定されている (第6条第 1節)0

このほかに､法令に示された教師養成校の生徒に要求される力量 (第 5条第 4節)も､教師の資質とし

て要請されていたものを表現していたといえよう｡

公募､試験の方法などの教師の採用方法は､現代からみれば奇妙な印象を与えるほどに詳細に規定され

ている (第6条第 2節)i

民衆教育令の制定以前から広範にみられた牧師あるいは教会書記による学校教師の兼任は､民衆教育令

においても容認されている 〔第6尭 3,4節)0

教師の解任の手続き (第 11条第 1節)､教師退職後の年金についても詳細に規定されている (同条第

2節)0

8.教師養成校

教師養成校の設立と運営は､聖堂参事会の任務であるとされた く第5条第 1,2節)｡また､教師養成

校の規則は聖堂参事会が定めるとされた く第5条第 3節)｡教師養成校の生徒には､スウェーデン語の

読み書き､算術､ルターの教理問答の暗記､聖書の歴史などの力量が要求されている (第 5条第 4節)0

教師養成校の生徒には奨学金が支給される (第5条第 5節)が､支給された者は卒業後一定年限民衆学

校に勤務する義務を負 うとされた く第5条第6節)｡ L

9.教師の給与

教師の給与に関する規定は､きわめて詳細である (第4条第 1-6節)｡給与は金額で示されるが､そ

の半分は穀物で支給されると規定されている (同第 1節)｡この穀物現物支給の規定には､当時のスウ

ェーデンでは公租を現物で徴収していた事情が顔をのぞかせている｡また教師には､通常の給与のほか

に､住居､農地貸与､牧草供給などの便宜が提供されることを詳細に規定している (同第 2-3節)｡こ

れらの規定には､当時のスウェーデン経済の一端がかいま見られて興味深い｡

学区が教師の給与を負担しきれないときには､国庫補助の道が開かれている (第4条第 5節)｡なお､

教師の給与は固定型､巡回型などの学校の設置形態で区別しないとされている (第4条第6節)0
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10.就学

就学に関する諸規定 (第8条)は､この民衆教育令の最も重要な条文の一つである｡ 親 ･後見人は､

すべての児童を9歳までに民衆学校に就学させなければならないとする｡例外的に免除されるのは､古

典語学校や公認された私立学校に学ぶ者､及び散会による試問により家庭教育で教育されていることが

認められる者 (第日条第 3節)のみである｡

就学義務規定は､労働力を奪われることをおそれる農民が抵抗するところでもあった｡そのために就

学させない親 ･後見人に対する処置も詳轟田に規定されている (第8条第 5節)0

この法令の制定､施行後には様々な形態があった｡学区委員会で認められている私立学校-の就学や

古典語学校-の就学は学齢にある児童の→ 部ではあったが､存在していた｡民衆教育令が目的とした就

学の主な形態は､固定型学校-の就学､巡回型学校-の就学であったとみられ､実際にこの両タイプの

学校の普及は著しかった｡これらの学校の他に､法令施行後もかなり長い間､法令上に認められていた

家庭における教育という伝統的な形態が少なくとも1850年代末までは広範に残っていた｡この家庭教

育という就学が認められていたことも､この民衆教育令体制の一つの特徴となっていた0

ll.若干のまとめ

以上に略述したように､弾力的運用の余地を多分に残していたとはいえ､この 1842年の ｢民衆教育

令｣は､全国すべての教区-の学校の設置､学齢のすべての児童の就学､母国語による初等普通教育の

実施､資格ある教師の配置と教師養成校の開設などの諸規定により､近代的な学校制度の創出を企図し

た画期的な法典といえよう｡

なお､松崎巌は ｢初等民衆教育令｣の名の下に全 14条からなるこの民衆教育令の概要を主として第

1条 (学校の設立)の第 1且3節､第2条 〔学区と学区委員会)の第 1節､第5条 (教師養成)の第 1

節､第8条 〔児童の学齢､入学と通学､試問)の第 1,3節により特徴づけている6が､これらの条文のみ

でこの法令の全体像を把握するには無理があるといわなくてはならない｡

(5)民衆教育令制定後の経過の概略

民衆教育令制定の歴史的意義や同令がかかえていた弱点は､その後の歴史的経過の中にあらわれて■くる｡

ここでは､若干の事実経過を掲げるにとどめる｡

民衆教育令の公布後､1847年まで5年間の猶予期間が過ぎても､学校建築や授業料の負担に対する農民

層の抵抗は大きく､民衆学校の建設が順調に進んだわけではなかった｡民衆学校令が構想 した学校網の整

備が遅々として進まない事態に対処するために､1853年には簡易小学校 (MindreSkola)の制度が創設さ
れた｡簡易小学校の教師は､上述のa)ら)a)e)を教えることができるならば､教師養成校で養成された正

当な資格をもった教師でなくてもよいとされた7.さらに 1858年には､簡易小学校の一部を､民衆学校に

入学する前の段階の学校として位置づけられる幼年学校(BmaSkola)の制度を創設し､整備 していった呂｡こ
のようにして弱点を補強しながら､民衆教育が強化されることになった｡

民衆教育令は民衆学校を普及させる端緒となったが､民衆教育令体制の最も大きな弱点の一つは､教師

養成体制の立ち後れとそのために猶予期間が過ぎた後々まで助教制が存続したことであった｡そのために､

助教 (制度)の解消､教科の内容の整備充実､指導法の改善､いわゆる単級学校を克服する学力別あるい

は年齢等級別のグループ分けの導入など､その学校の内情を充実させる課題が次第に自覚されてきた｡こ

うした課題の解決と民衆学校と幼児学校との関係の整備をはかるために､1864年には回状が出され､これ

以降助教制は次第に解消されていっ■た｡なお､1865年には学校建築の整備のための標準プランが提示され

た.この標準プランに示された校舎案のすべてが単級学校であった9ところからみて､民衆学校体制の民衆

学校は単級 (日本語でいう複式学級)であったと考えられる｡教育内容に関する標準プランが告示された

のは､1878年で､年齢別あるいは学力等級別によるグレー ド分けの実際化などは､全 68条からなる1882

年の民衆教育令改正及び全 70条からなる1897年の民衆教育令改正をまたなければならなかった｡

なお､北欧諸国においては､スウェーデンの 1842年の ｢民衆教育令｣と同様の法令が制定された年代

は比較的早く､デンマークが 1814年､ノルウェーが 1827年､フィンランドは 1866年であった｡つまり､
スウェーデンにおいて制定された ｢民衆教育令｣が北欧諸国のなかではとくに早かったわけではなかった10｡

本稿の課題とは直接関係しないので､詳しくはふれないが､民衆学校と古典語学校とが制度的に接続さ

れるのは､20世紀に入ってからのことである｡
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1842年 6月 18日の民衆教育に関する法令

私､カール ･ヨハン11は以下のことを告知する｡ わが国の民衆教育のための､より改善された施設の必

要性にかかわって､国王が要求したところの教区における児童の教育の状態に関する情報にもとづいて､I

私は､1840年 2月 1日に招集 した諸身分議会12に､民衆教育の促進のために必要な法令のための一般的基

礎とその目的にために不可避に必要な国庫補助金についての説明を含む提案をおこなった｡諸身分議会.は､

それをうけて 1841年 6月 14日に民衆教育に関する法令に関する案を作成 し､それについての検討の後､

この提案が受け入れられるならば､民衆教育に関する一般的な法律を公布 してくださるように国王に請願

して､その案を国王に提出した｡諸身分議会は､民衆学校の教師の教育のために必要な教育施設とその教

育施設の学生に対する奨学金に､また支援を必要とする教区における教師の給料に対する支援に､年間の

補助金を予算措置した｡さらに､我々の政治家と聖堂参事会(domkapitel)13が､上述 した諸身分議会によ

って提出された提案について尋ねられた後に提出した助言を考慮 して､私は諸身分議会がこの間題で提出

したことに主に同意 して､以下のように命令 し､法律をつくることにした｡

■第 1条 [学校の設立]

第 1節 く固定型学校の設立〉

すべての都市の教区､すべての農村の教区において14､正当な資格ある教師(vederbarligengodkand

larare)15をもった､少なくとも一つの固定型学校(fastSkola)が存在すべきであるoそれからの例外とし

て､少ない人口の地域や他の状況が必要とする場合は､二つ､あるいはいくつかの教区が統一 して､

つの学校を運営することができる｡

第 2節 く巡回型学校の設立〉

財政的余裕がない､あるいは地域的な状況が固定型学校の設立をむずかしくしているところでは､当

面の間､児童の教育は､正当な資格ある教師を一人あるいは複数もった､巡回型学校(恥ttbarSkola)に

おいてなされなければならない｡同様に､巡回型学校は､広大な上級牧師管区(pastorat)に若干の村､農

場､借地､住宅が固定型学校から遠く離れていて､教区の多くの児童が学校に通学することが困難なと

ころに設立されるべきである16｡

第 3節 〈この法令の猶予期間 (5年目

敏師の確保と学校の設立については､この法令の公布から5年以内に実施されるべきである｡すでに

採用された教師がこの法令公布後に引き続いて教職につけるかどうかについては､以下で決められる知

識を教えることを条件として､学区委員会(呂kolstyrelSe)と相談 して､教区自身で決めることができる17｡
I

第 2条 [学区と学区委員会]

第 1節 〈学区委員会の設立とその構成〉

一つまたはい くつかの学校 を もった､都市の教区あるいは農村の教 区か ら構成 され る学区

(skoldistrikt)に学区委員会がおかれるべきである｡または､一つの学校を二つ以上の都市の教区あるい

は農相の教区によって共同で組織する学区に学区委員会がおかれるべきである｡その学区委員会は､教

区牧師(kyrkoherde)またはそのかわりを代表する教会牧師(prestman)がなる委員長と､委員会の会議の

際に記録を担当する人と､教区によって選ばれた学区に住んでいるメンバーから構成される｡学区委員

会のメンバーを特定の期間あるいは不特定の期間選ぶこと､また期限が切れた場合､本人の承諾があれ

ば再任させることは教区が決めることができる｡

第 2節 〈学区委員会の業務〉

学区委員会は､学区内に設立されたすべての民衆学校において､その業務がきちんと行われるように

注意深く見守 り､授業が正しく組織されているか､熱心に行われているかを監督 しなければならない｡

第 3節 〈学区委員会による規則の制定〉

学区委員会は､その管理下にある学校のために規則を制定する｡その規則では､教授方法や規律に関

すること､さらに学校の適切な世話と管理に属することが決められる｡これらの規則は､制定されるま

えに､常に当該の聖堂参事会の監査と承認をえるべきである｡そのようにして承認 された規則について
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の､必要とされる修正や訂正は､学区委員会の提案によって､同様に聖堂参事会の承認をもっておこな

うことができる｡

第3条 [教室]

学区は､その区にある､あるいは設立される民衆学校のために教室を確保 し18､維持する義務を負 う｡

それにかかわる費用については､それについての特別な合意がないかぎり､散会の建物の費用が教区の

住民全員によって負担 されるとい う規則 と同様に､学区に住んでいるすべての住民が負担する｡固定型

学校を建てる場合は､その状況に応 じてその場所を決定することはその教区の住民にまかされる｡ しか

しながら､学区委員会の委員長が学校の監督を容易におこなえるように､その住居の近 くに設置 される

ことがのぞましい｡

第4条 [教師の給料､学校制度のための費用の負担]

第 1節 く教師の給与〉

この法律の規定によれば､有資格で採用された教師は年間最低 16トウンナの穀物を受け取る｡その う

ちで8トウンナは穀物そのもので (その半分はライ麦で､残 りの半分はその地域で国家に支払われる税

金であるところの穀物の種韓で)､残 りの8トウンナ分は常に現金で (53リクスダー レル 16シ リング ･

バンコ)支払われる19｡

第2節 〈教師-の住居､燃料の提供〉

学校の教師には､教区によって住居と必要な燃料が (無償で)提供 される｡また､教師には牛のため

の夏の牧草と冬のえさが提供 される｡そのようなものを提供することが困難な地域では､ライ麦かその

他の種類の穀物で2トウンナの価値の分が提供される｡

第 3節 く教師-の農地の貸与〉

条件が許すところでは､適切な農地が教師に貸与される｡一部は野菜などの (盤料の)･必要を満たす

ために利用され､一部は植林や園芸の教育の機会のために利用される｡

第4節 〈教師-の給与の財源〉

以上に述べたような教師の給料の財源を準備するために､一部はその教区のすべての納税者によって

負担される｡ 他の財源がないところでは､年間で最低で2シリング ･バンコから最高6シリンダ ･バン

コまでの補助金によってまかなわれる｡あと残 りの分は民衆学校に通学する児童からの授業料によって

まかなわれる｡ただし､貧民救済事業の支援を受けている児童や､その親に財産がないために年間の国

の税金を減額 されている由合は除外 される.上述 した補助金や授業料に関する細部の決定については教

区にまかされるべきである｡これ らが必要とされる教師の給料の総額に達 しない場合には､｢第 2条 承

認 された法律｣で決められた規則によって､このことに関する他の合意がない限 り､教区が不足分を補

わなければならない｡ これらのすべての補助金や授業料は､各教区で合意された方法で集められ､その

目的に利用されるように教区の学校会計に渡される｡

第 5節 く学区-の国庫補助〉

もし､ある教区が貧困な財政のために上述の最低限の給料の総額を教師に支払えない場合は､当該の

県知事(landsh帥ning)と監督(biSkop)をとお して､この目的のための国庫補助金による支援を国王に申請

することができる｡上述の役職のものによってその必要性が調査され､推薦 されてから､財政状況が許

すかぎり､そのような補助金が認められる｡そのような補助金を申請 し､獲得 した教区は､補助金を受

け取る前に､その学校の活動が適切に組織 されるような措置を講 じていることを示さねばならない｡

第 6節 〈教師の給与の負担〉

学校の維持 と教師の給料のために教区に課 される費用は､それについての他の合意がない限 り､学区

に存在するすべての固定型学校 と巡回型学校のために各学区(のすべての納税者)によって支払われる｡

第 5条 [教師養成校]

第 1節 く教師養成校の設立〉

教師養成校(seminarium)はBO､首都､及び各監督座都市(stiftstad)において､民衆学校教師の仕事に従

事することを希望するもののために設置される｡この仕事に関係する諸教科の教授 と実習を得る機会は
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聖堂参事会によって準備 されなければならない｡

第2節 く教師養成校の運営〉

そのような教師養成校のために聖堂参事会は､それに適切な校長を任命しなければならない｡その校

長は､将来の学校教師を指導し､教え､彼 らの入学と卒業の際には試問(fthlh占r)をおこなわなければなら

ない｡それとともに聖堂参事会は､将来の学校教師である学生に賛美歌や簡単な体操の授業をうける機ヽ

会を準備 し､民衆学校での学校教師の仕事を実習する機会を準備 しなければならない｡聖堂参事会は将

来の学校教師である学生の教育にたずさわる人に､各教師養成校に割 り当てられた年間の補助金を､最

も適切な方法を検討 して､分け与えることができる｡あるいは､この地位に要求される能力をもってい

る場合､一人の人物にこの地位を統合 し､補助金を与えることができる｡教師養成校の校長はこの地位

を受け入れる能力があること-の奨励として､牧師としての勤続年数の年金を受け取るべきである｡

第 3節 〈聖堂参事会による教師養成校に関する規則の制定〉

聖堂参事会は､将来の学校教師である学生の適切な教育に関する諸規則を､とりわけ教師養成校での

教授時間､試験等々に関してより詳細に決めなければならない｡そして､授業の正 しいや り方について

入念に監督 しなければならない｡

第4節 〈教師養成校の生徒に要求される力量〉

品行方正で礼儀正 しい態度に関する確かな証明を示さないものは､教師養成校の生徒になることはで

きない｡校長によって実施された試問の際に､スウェーデン語の字体とラテン語の字体で書かれた印刷

物21を読むこと､書くこと､算術の技能をもっていること､ルターの教理問答をその解説とともに暗記

していること､聖書の歴史についての相当な知識をもっていること､これらについての確かな証明を示

さないものは､教師養成校の生徒になることはできない｡学校教師にふさわしくない､なんらかの肉体

的障害をもつ人は､教師養成校の生徒になることはできない｡

第5節 〈教師養成校生徒-の奨学金〉

奨学金は､総額としてある人には 50リクスダーレル､別の人には 33リクスダーレル 16シリング ･

バンコを､必要としている人や優秀な将来の学校教師となる学生に､一年間ただし､その期間を半年間

あるいは一年間は延長することができるが､聖堂参事会によって与えられるOこの点については､必要

性と優秀さが同じである場合､教師養成校を修了した後で､その教区の中で計画された民衆学校や設立

された民衆学校に教師として採用されることを条件として､ある特別な教区によって教師養成校-の入

学を申し込む学生が奨学金を優先的に受け取ることができる｡

第6節 〈教師養成校卒業生の義務〉

教師養成校で奨学金を痩け取っ旦 人は､そこでの学習の修了後少なくとも3年間は教師として働かな

ければならないことになっている｡教師としての仕事は､卒業 してから半年以内に民衆学校から提供さ

れる｡これをきちんとみたさない人は､受け取った奨学金を返還する義務がある｡そのような場合は､

他の教師養成校の学生に与えられる｡

第6条 [教師の採用]

第 1節 〈民衆学校教師に要求される資質〉

民衆学校教師の採用に際しては､第-にその人物の敬神性や道徳的品行に注目しなければならないO

それとともに､民衆学校での教師としての仕事に正当であるとみなされることを希望する人は､教師養

成校を卒業 しているか､していないかにかかわらず､この法令で規定されているすべての教科に必要と

される知識について､この法令が布告される以前にス トックホルムの助教制協会が設立した模範実習学

校(normalskola)から出された成績を持っていなければ､聖堂参事会のメンバーを前にして､教師養成校

の校長によって行われる試験を受けなければならない｡そして､教師養成校の校長によって出され､上

述の聖堂参事会のメンバーが署名 した成績にしたがって､読み方､書き方の十分な技能をもち､教理問

答､聖書の歴史､自然地理と人文地理の概要､スウェーデンの歴史と一般史の概要､算術､酎 可の一般

的な概念､線図(linear-teclming)､博物(natull-1ara)I-これ らの教科を教えることができる十分な知識

と確かな技能をもち､ さらに助教制の教育方法に関す る知識､簡単な体操(gymnaStik)と賛美歌

(kyrkoSang)を教える技能とそのために近年に発明された補助手段を使 う技能をもたなければならない｡

そのうえに､農村部での教師の仕事と教会書記の仕事(klockarebeStallning)とを統一的におこなお うと
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するものは､農村部の教会書記に義務として課された種痘と満血に関する知識 と技能を持たねばならな

い｡教師養成校からの卒業の際に発行される成績においては､卒業者が示 した能力を､可､良､優 とい

う表現で評価されるべきである｡

第2節 く民衆学校教師の募集､採用､試験〉

民衆学校の教師の選定に際しては､募集が新聞に三回公知された操､志願者は最初の募集の公知からヽ
60日以内にその申請書を学区委員会に提出する｡学区委員会は､提案にもとづいて志望者の中から三名

を､敬神二道徳性､授業の知識 と技能が適切であるかどうかを確かめてから､順番をつけて運ぶ｡能力

をもった志願者が三名よりも少ない場合には､学区委員会と教区が二名の志願者から選択することで満

足することを説明されない限り､または一人の志願者として申請した人で満足することを説明されない

限り､同じ長さの期間､再び募集が決められ､公知される｡ 提案として選ばれた人の中から､教区の会

合に集まった投票権があるメンバーによる選挙がおこなわれる｡学区委員会の代表の投票は､教会書記

の選挙の際の教区牧師と同じように数えられる｡提案の作成や教師の選択の際に犯 された違法行為はに

ついて､聖堂参事会に苦情を述べることができる｡ その際､教会書記の選挙の際に苦情を述べる場合と

同じ期間内になされるべきである｡聖堂参事会の決定については､通例国王陛下に苦情を述べることが

できる｡ 適切に採用された教師の任命は､学区委員会によってなされる｡

第 3節 く民衆学校教師と牧師との兼務〉

民衆学校教師の仕事がなんらかの牧師の仕事といかに統一されるかについては､聖堂参事会が検討 し

て決めることができるoそのような統一は､両方の仕事が一人または同一の人間によって適切に取 り扱

われる場合のみ認められる｡

第4節 〈民衆学校教師と散会書記との兼務〉

第 3節と同様に､民衆学校教師の仕事は､散会牧師と教区の承認を得て､教会書記の仕事と統一する

ことができるoすなわち､この統一された仕事を任命された人は､罪-に自分の時間と力を民衆学校教

師の仕事に捧げなければならない｡そのうえで必要であるとみなされる限り､教会牧師と教区の承認を

得て選ばれた人の特別の補助を通して教会書記の仕事に関連することをおこなうことができる｡統一さ

れた学校教師と散会書記の仕事をもつ人は､両方の仕事に割 り当てられた給料を､あわせて50トウンナ

の穀物の価値を超えない限 り､減額されることなく受け取るべきである｡もし､両方の給料が合計でそ

の総額を超える場合には､学校教師の給料の過剰分を差し■引くかどうかについては教区にまかされる｡

両者の場合において､その助手に教会書記の仕事の給料と同じくらいの給料を自分で支払わなければな

らない｡

第 7尭 [教科]

民衆学校の教師に採用されることをのぞむ人に要求される知識一教科は､第6条第 1節にしたがって､

民衆学校における授業にとっても､その目標 となる｡貧困のために長い期間学校教育を受けられない児

童も､あるいは学校教育が提供する十分な知識の畳を獲得することに必要な能力が欠けている児童は､

彼らが学校を去るときには､少なくとも以下に掲げる教科の必要な知識を習得すべきである｡

a)読み方 (スウェーデン語で書かれた文章を流暢に読むこと)

b)宗教に関する知識 と聖書の歴史 (牧師のところで聖餐式の学習を始めることができるのに必

要な程度)

C)賛美歌 (ただし､昔東の才能が欠けている場合は例外とする)

d)書き方

e)四則の計算のや り方

学区委員会は､要求される知識の点で男女間に差異を決めることができる｡

第日条 [児童の学齢､入学と通学､試問]

第 1節 (民衆学校への入学年齢〉

各教区は､学区委員会と協議 して児童の通学を開始する年齢を決定することができる｡ただし､これ

は9歳の終わりにまでは伸ばすべきではない｡もし､児童や親や後見人がその年齢以前であっても学校

教育を受けることをのぞむ場合は､入学が認められる｡
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第 2節 〈児華甲試問〉

学区委員会が決定 した時期に､各学校の児童は試問を受けなければならない｡それが修了 した際に､

熱心で､優秀で､良好な行動で注 目された児童に､財源がある限 り適切な褒賞が与えることができる｡

第 3節 〈就学猶予〉

学齢(Skola1der)にある児童は､その親や後見人によって家庭において､あるいは古典語学校(1aroverk)

において､または以下に規定 したように正当に認可されて設立された私立学校において､教育を受ける

と登録 された児童だけを例外 として､すべての児童は民衆学校に出席 しなければな らない｡家庭で教育

を受ける児童22は､普通の学校試問(8kplfdrhdr)においてか､または学校教師か牧師によって行われる試

問において､家庭で受けた教育が学校でな･される教育と､その正確性 と範囲においてどのように対応 し

ているかを明 らかにするために､試験を受けなければならない｡それによって家庭教育が不十分であ･る

ことが明らかになった場合には､きちんと学校に通学 しなければならない｡

酪4節 く就学の援助〉

親や後見人がその児童のために服を購入することができない場合､また学校に通学させることができ

ない場合は､この点に関 して貧民救済をとお して､援助を受けるべきである｡そのような児童､あるい

は学校までの遠距離のために､または厳 しい季節のために毎 日学校に通学することが困難な児童は､読

み方の技能を獲得 した後は毎週 1回か2回だけ学校に出席 してもよい｡ただ し､児童の親や後見人が､

道徳性の点や児童を育て.ることが上手で､･彼 らの教育について注意深 く世話することでよく知 られてい

ることが条件である｡各家長は､彼 らの奉公人や小作人の児童が必要な教育を受けないことがないよう

に監督 しなければならない｡

第 5節 〈就学に反対する親 ･後見人の処置〉

親や後見人が､児童の通学義務(Skolg且ngs一日kyldighet)の点で伝えられた規則を守ることに反対する場

合､反対す る人たちは牧師による警告を受ける｡ 牧師が警告 して も効果がない場合は､教 区評議会

(kyrkorad)か他のコミューンの理事会によって (そのようなものが後に設立された限 りで)､警告を受け

る｡ このような警告に効果がない場合は､そ■の児童は親から隔離 され､他人に世話を受けるために引き

渡される｡児童の通学にかかわる費用や授業料は､親や後見人のところから法律によって差 し押 さえら

れ舌o

第6節 〈就学児童の記録〉

学区委員会の代表は､学区内で最近半年間に学齢に達 した児童についての正確な記録を年に2回作成

し､学区委員会に伝えな~けれEjIならない｡

第 9条 [教授時間､地区の分割､地区での試問]

第 1節 〈通学区域の分割〉

学区委員会は､教区と協議 して､より広範に家庭教育を必要 とするある地域での状況を考慮 して､固

定型学校 と巡回型学校において授業がなされる期間の長 さ (1年のなかでの期間)､一 日の梗塞時間を決

定することができる｡巡回型学校での授業のために､教区を最も適切な大きさの地区(rote)に分けること

ができる｡

第 2節 く巡回型学校における教師の試問〉

巡回型学校の教師は､一つの地区で学校教育が実施されることが決定された時期に､可能ならば学区

委員会が決めた順番で他の地区を訪問することができる｡その訪問先において､教師が不在の時におい

ても､学習がきちんと進んでいるかどうかを確かめるために､決められた試問の際に時々訪問 しなけれ

ばならない｡

第 10条 [教授に関する監督]

第 1節 く宗教教授〉

牧師は民衆学校における宗教教授に関 して､特別に任意深 く監督 しなければならない｡教区の教師 (牧

師のこと一一訳者)は､そのために固定型学校においても巡回型学校においても､熱心に､そ して彼 ら

の他の仕事が許せば､ しば しば自分で学校に行き､この学校の最も重要な教科である宗教教授が学校教

師によって どのように教えられているかを調査 し､必要な場合､学校教師に情報 と助言を与え､自分で
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教授 し､説明 し､適用することをとおして､神聖な教義を子どもの感覚に生き生きと伝えなければなら

ない｡

第 2節 く宗教教授に関する援助〉

学校で獲得 した知識を維持 し､とりわけ真実のキ リス ト教の教育を促進するために､学校教師は学校

が休みのときに､可能な場合教区の牧師の監督 と補助を受け､日曜 日に学校を離れた若者たちに授業と

試問をおこなう｡同じ目的のために､牧師にもまた､教区図書館の設立とその利用を促すように､さら

にそれに適切な本を提案するように努力することが課されるべきである｡

第 11条 [教師の解任 と年金]

第 1節 (教師の解任〉

もし､ある学校教師が自分の仕事を運行するうえで不適切であったならば､あるいは教師 として残る

べきでないような行為が明らかになった場合､学区委員会は 1回目には警告 し､学区委員会の議事録に

記録する｡その後､その警告に効果が見られなかった場合､その人物を教師としての地位から引き離 し､

その地位にともなう給料も取 り上げ､この措置を教区に伝えることができる｡

第 2節 〈退職教師-の年金〉

自分の仕事を申し分なくや り遂げた教師が高齢や病気のためにその仕事を遂行することが不可能にな

り､この理由により引退 しなければならない場合､教区と学区委員会の検討をとお して､その教師の必

要性 と職務をおこなった期間に応 じた､また教区から出された給料の大きさに応 じた､年金を彼に.与え

ることができる｡

第 12条 [私立学校]

第 1節 〈私立学校の設立〉

教育を利用 したい人のために私立学校を設立することを望む場合､その人に信用があり､授業に必要

な能力をもつ限 り､学区委員会に学校の設立について登録すべきである｡そのような学校は､授業 と時

間割に関 して学区委員会の監督下におかれるべきである｡

第 2節 〈私立学校は学区委員会が監督する〉

個人の費用で設立された学校､あるいは将来設立される学校は､学区委員会の監督のもとにおかれる｡

すなわち､学校の創設の際に決定された条件を変更してはならない0･学校教育庁は､これ らの学校の設

立や管理の点で､教育の適切な組織のためにふさわしいかどうかを､この法令で決められたことによっ

て検討 し､設立者の決定■した規則を尊重 しつつ､それに対応 した修正や変更を行 うことが許 される｡

第 13条 [監督 と聖堂参事会の民衆教育に関する義務]

第 1節 〈民衆教育に関する監督 と聖堂参事会の義務〉

各監督管区の監督や聖堂参事会は､一般的に教育活動に関して彼らに任せ られた監督とともに､民衆

教育のための教育施設に関して慎重な管理を実施 し､それ らの重要な目的の達成のための指導や展開を

見守らねばならない｡

第 2節 〈学区委員会の報告義務〉

各学区委員会は､学区内の民衆教育施設の現状に関する報告書を毎年提出しなければならない｡聖堂

参事会は､その報告書にもとづいて､監督管区内の民衆教育の現状に関する評価を､それについての必

要な情報とともに 3年に一度国王に送付 しなければならないD

第14条

この法令で伝えられている規則の適用に特別の障害があるところでは､状況によって､決められた規

則からの例外が必要と考えられるならば､これ らの障害について国王に報告するかどうかを聖堂参事会

が決定することができる｡

最後に､私は､私の忠実な臣民にこの私の一般的な命令の実行を熱意 と前向きの姿勢で推進 し､その命

令が目指す重要な目的､すなわち成長世代をキリス ト教的で役立っ社会人に教育することを達成するよう
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要請する｡この点で私はまた第-に国の牧師たちの暖かい協力を期待しているoこの命令は関係者すべて

が注意深く従わなければならない｡さらに私は自らの署名と印をもってここに承認する｡

ストックホルム城 1842年6月 18日

カール ･ヨハン

[訳者住]

1たとえば､良keWeStman,FollfskDlan150aor NaogotomdenallmA'nnautTreCkll'ngensamtutveclfll'ng
och舶ndelserl'noITaj4ngel･manlBnd,1993
2 1840年の国会では､当時すでに1,009校の固定型学校と377人の巡回教師が存在していたこと､国内の

約半数の教区である､1,211教区には固定型学校も巡回教師もいなかったことが報告されている (旦亜 埋監

..S1.".･.I.1_･1-痛ck,p.0.Backstl･6m,Bel･Arttelsel･ul･SVenSkahl'stol･1'en,(Tl'ondebandet.CalllK+JJ.Calll.iTJV
Johan)5.397).

3松崎巌 『く世界教育史大系 14>北欧教育史』(講談社､1976)において ｢1822年には少なくとも35校の

助教制学校があったと報告されている｡ --･1824年には60校､十年稜の 1834年には322校､･.･1842年

には515校(常設学校の過半数)､-1848年には756校と増加していった｣(176頁)と述べているoC.Georg

Starbiick,P.0.Backstl･6m,Bel･A'ttelseL･ul･S陀nSkahl'stollL'en,(n'ondebandet.Cal･1X+JJ.CaLIXJV
Johan)では､｢1828年には 183校の助教制学校があり､12,711人の子どもがそこで学んでいた01842年

には 543校に増加し､35,115人の子どもが学んでいた｣と書かれている (乱397)

4Rud.Hall,Folkundel･Vl'snlngenSh'stoL･1'B,1926,8.67
●

5 この ｢民衆教育令｣ を採択した国会は､同時にこの法令の実施のために ｢民衆学校の教師の養成のため

の教師養成校の設立に6,500リクスダーレルを､これらの教師養成校の学生のための奨学金のために

9,000リクスダーレルを､民衆学校教師の給料のために補助の必要のある教区のための補助金として､

50,000リクスダーレルを予算措置した くC.GeorEStallback,P.0.BackStlldm,ibid_.5.397)o
G松崎巌､前掲書､179頁

7Itungl.Maj:tSnadigakung占relSe,angaendefGrandradlydelseaf1:a耳C,5:eoch6:e§§i
Konkl.StadganomFolkundemiSningeniRiketden18Junュ1842;den29September1853(SvenSk
FdrfattningSSamlingJ853No.65)S.6
8Kungl.Maj:tsnadigakung占relSe,angaendeytterligareatgardertillfblk･undervlBningenS
befr畠mjande;den23April1858(SvenskFGrfattningssamling,1858No.31)8.2
9 これらの図面は農村部におかれた学校建築のものであると考えられる

〔Kongl.凸vell･Intendents-Embetet~,Nol･mall･Itnl'ngaFtl'llFolkskole旦摺耶adez.,1865)0
10Rud.Hall,Follfundervl'snlngenShl'stol･}'B,1926,S.67

■

11 カール 14世ヨハン(1763-1844､在位 1818-1844)は､南フランスで生まれ､1呂10年まではナポレオ

ン麿下の将軍であった 亡べルナ ドッテ元帥)｡1810年8月にスウェーデン政府が､皇太子として迎えるこ

とを決定し､読会がこれを承認し､同年 11月に ｢カール ･ヨハン｣と改名し､プロテスタントに改宗した

のちにカール 13世の皇太子となった｡彼のイニシアチイブにより1813年 10月のフランス軍との戦役を

最後に､スウェーデンは中立政策を内外に宣言し､これを国是として確立することに成功した｡以降今日

まで､スウェーデンは約 200年間にわたって戦争に加わったことがない｡

12当時は､スウェーデンには四身分 (貴族､聖職者､都市市民､農民)制議会が存在した｡この四身分制

議会は､1435にアールプ-ガ会議で始められたといわれている｡ダスタフ ･ヴァ-サ (在位 1523-60)

が 1527年に招集したものが代表者の名簿が保存されている.最初の四身分制議会である｡この身分制読会

は 1866年に廃止され､それ以降は二院制になった｡

13聖堂参事全くdomkapitel)は､全国 13の監督管区(Btl出におかれた教会の監督機関である｡松崎巌はこれ
を ｢大聖堂評議会｣ と訳している (『<世界教育史大系1i>北欧教育史』講談社､1976)oLかL､｢大聖
堂｣はウプサラ大聖堂を想起させるので､ここでは単に ｢聖堂｣とし､教育に関わる事務的な仕事を行う

機関でもあることから ｢参事会｣と訳した｡

14教区(socken)は､農村部の教会組織の末端であるが､｢単に宗教行事を行う機関ではなかった0年に少な

くとも二回開かれる教区会議(SOCkenstamma)では､教区牧師を議長として､教会財産や学校の管理､徴税､

救貧に関する決定､教区-の居住の許可､郡 ･県の議会議員選出､国会農民院議員選出､穀物の管理など
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を協議 したoまた､教区牧師を長とする常設の教区評議会(kyrkorad)は､日常において各家族内における
親子関係､家父長 ･奉公人関係を監督し､飲酒を取り締まり､住民同士のいさかいを処理した0番家族に

おいては､家父長が､家族内の道徳や秩序に責任を持ち､子供が字を読み､教理問答を覚えることに義務

を持ったが､教会は､そうした教育を徹底させるために､一五歳以上の者に毎年試験(husfGrhGr)を行い､
各家族から少なくとも一名の散会行事-の出席を義務づけた.｣(石原俊時 ｢スウェーデン近代と倒 印復興

運動--身分制社会解体の-局面｣望田幸男 ･村岡健次監修 『近代ヨーロッパの探求③ 教会』 ミネルヴ
ァ書房､2000年､304頁)

以上のような教区の行政･司法的機能は､1862年のいわゆるコミューン改革によって変化した｡すなわち､

コミューンが新たな地方自治の単位として主な行政機能を担うようになった｡しかし､教区障冊による人

口統計の業務はその後も教区に残され､教育に関する業務も教区に残された｡

参考までに18世紀スウェーデンの地方統治機構を図示したもの (石原前掲論文､305頁)を以下に掲げ
る｡

18世紀スウェーデンの地方統治機構

撞 :*国の上に位置するほど.管轄する地域的範囲が広くなる｡

*最高裁判所は.一つのみでストックホルムに所在,全国を対象とする｡

*現在の国境内に.監督管区は13存在し,高等裁判所は,イェンシェービング Uank凸ping)に1

か所存在するのみであった｡.高等裁判所は,7インランドやエストニアなどにも置かれた｡

*村落共同体は.農業での共同作業の調整を行い,赦昔に対 し茸任を負った｡南部スコ-ネ

(Sk昌ne)では,自律性が大きく,他の地域で敦区の負う任務の多くを担ったO

出典 :Sundin,Jam,"Control,PunishmentandReconciliation",p･26.Figurlより作成｡
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151842年の法令の公布時における ｢正当な資格ある教師(vederb占rligengodkandlarare)｣の意味する内
容が問題 となる｡1853年 9月 29日付の告知において､この表現は ｢教師養成校において正当に資格 と取

得 した教師(vedellbarligenvidenseminariumgodkandlarare)｣と改められたことから推測すると､1842

年の法令公布時には､教師養成校の卒業生を前提にはしていなかったと考えられる に のことは､1842年

の法令の第 6条に明確に規定されている)｡教師養成校の多くは 184.2年の民衆教育令公布後に設立されて
いるo

lG松崎はfaStSkolaを ｢常設校｣と訳 し､軸･ttbarSkolaを ｢巡回学校｣ と訳 している 『く世界教育史大系
14>北欧教育史』講談社､1976､179頁｡

17松崎はSlmlstyllelseを ｢学校管理委員会｣ と訳 している (同上)0

18学校の教室に関する設計基準は 1865年に最初に発行 された(Kongl.凸ver･Intendent昌一Embetet,
Nol･mall･1'tnl'ngal･tl'11FollfShole毎脚 adel･,1865)oその後 1878年に改訂されたものが発行 された
(Ⅰ亡ongl.Over･ⅠntendentsIEmbetet,NDllmqll･llfnl'ngalltillFolkskole毎官印Bdel･,1878)01865年に発行 され
た図面は､農相用の学校建築のモデルであり､そのほとんどが一校舎一教室であった.1878年に改訂 され

たものには､都市用の学校建築のモデルも加わり､教室の数が多く設定されている図面も入っている｡ま

た､農村部 と考えられる校舎由図面の中には､幼児学校用 と民衆学校用の2つの教室が設定されている図

面もある｡さらにこれ らの教室に加えてスロイ ドの部屋が別に設定されているのは興味深いところである｡

つま り､多くの教科の授業が一つの教室 (複式学級)で授業をおこなう場合でもスロイ ドだけはそれが不

可能であることを示 していると考えられる｡ これ らの例を末尾に掲げておく｡

19 この法令が公布 された当時は､1834年に実施 された貨幣改革によって 1リクスダー レルは 48シリン

グ ･パンコと同価値であった｡その後 1855年に通貨単位に十進法が導入され､ 1リクスダー レル ･リク

スミン トは 100シリングとされたDその後､1873年に金本位制 となり､デンマーク､ス･･ウキ-デン㌦･ノ′レ
ウェ-で共通の通貨であるクローナが導入された (1クローナは 100オーレと同価値)｡ .

20 スウェーデンにおいて､1842年以前には民衆学校の教師養成にかかわる学校 として∴1,8..BCi年に.ス トッ
クホルムに助教制普及協会 (SallSkapetfdrvaⅩelundellVisningenBbeframjande)によって設立されたス

トックホルム模範実習学校(normalskolaiStockholm)(JohnLandquiSt,TollStenHuBen,"Ped元ogikenS
histoltia"1969,5.232｡松崎巌 『く世界教育史大系 14>北欧教育史』講談社､1976､176頁)や､~1.835年に

創設されたクリシャンスタ教師養成校 (lararseminarietiItristianstad)があったO後者は助散制甲学校

(ランカスターの方法を利用する学校)の教師を養成するために創設され､1842年までにおよそ.100名の
教師を養成 した｡この教師養成校は監督座都市になかったので､1842年に閉校 となった(H軸呂kolan
ItristianBtad,Fl･aonmOnl'tb'llel･tl'llmonl'tol･ell,1988)0
21 この印刷物は､両方ともスウェーデン語で書かれた文章である｡印刷の字体がラテン語.の字体でかかれ

たものとスウェーデン語の字体でかかれたものの2種類があり､そのことを意味 している｡

L'L'住 4で述べたように､スウェーデンでは､ 17世紀頃から19世紀の半ば頃まで家庭教育において文字

を読む訓紬を受け､識字率は (少なくとも読む能力については)ヨーロッパのなかでもスコッ トラン ドと

並んで高かったといわれている｡この家庭教育の伝統については以下のように説明されてい草｡｢各家族に

おいては家父長が家族内の道徳や秩序に責任を持ち､子供が字を読み､教理問答を覚えることに義務を持

ったが､散会は､そ うした教育を徹底させるために､一五歳以上の者に毎年家庭内試問を行ったoそもそ

も 1686年の教会法によって教区韓冊に記録すべきものとして定められたものは､①教会が所有するすべ

ての財産､②教会の所得､③牧師農場(praStgard)とそれに付随するすべての財産､④教会での席の配置､

⑤債権 ･債務､⑥教区会議での決議､⑦教区内で起こった事件､⑧監督の教区訪問(visitationsacterne)､

⑨結婚 した者の名 ･両親の名､⑲出生 ･洗礼 (子供の名)､⑪死者の名､⑫教区を去った者と移入してきた

者の者 (どこから来て､どこ-移ったのか上 ⑬教理試問の結果であった｣(Wannerdt,Arvid,Densvenska

folkbokfGringenshistoriaundelltreseklell,Stockholm,1982,8.8-9)o石原は､⑬教理試問の結果を記録 し

た家庭内試問記録簿の一例をその論文において紹介 している (石原僅時 ｢スウェーデンにおける人口統計

の生成一散区停冊と人口衷｣付録 4)0
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■l
以下では､Kongl.Ovell･Intend甲tS-Embetet,Nol･maln'tnl'ngal･tl'11Folkslrole旦相即コadell,1878に掲載され
た､20回面の中から異なるサイズのものを中心に12図面を選んで紹介する｡

(1)30人の児童用の幼児学校の図面 (木造)

(2) 42人の児童用の民衆学校の図面 (木造)

(3)48人の児童用の民衆学校の図面 (石造)I

(4) 56人の児童用の民衆学校の図面 (石造)

(5) 64人の児童用の民衆学校の図面 (木造)

(6)48人の児童用の巡回型民衆学校の図面 (木造)

(7)スロイ ドの実習室をともなった､48人の児童用の巡回型民衆学校の図面 (木造)

(8)スロイ ドの実習室をともなった､56人の児童用の民衆学校の図面 (木造)

(9)スロイ ドの実習室をともなった､64人の児童用の民衆学校の図面 (木造)

(10)スロイ ドの実習室をともなった､64人の児童用の民衆学校の図面 (石造)

(ll)48人の児童用の民衆学校と30人の児童用の幼児学校の図面 (木造)

(12)スロイ ドの実習室をともなった､48人の児童用の民衆学校と30人の児童用の幼児学校の図面
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(1)30人の児童用の幼児学校の図面 休 造)
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(2)42人の児童用の民衆学校の図面 (木造〕
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(3)48人の児童用の民衆学校の図面 (石造〕
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(4)56人の児童用の民衆学校の図面 (石造)
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汁.:'.!L
I;I;.
一一IIllI
:=r.I
●ーこ.. …藍 監 吊lHこ1.●
ll一:I 享.榔 吊印.!ilエl

i..;I.; I信.FI)ii■■･!
I.f1い･!

◆'■.tftt.f二II 1罰富rIF====コヨー■コtiE●
ーヽt■■!.卜!■17iltiLtl､l■●HT一
lI■■●IiiiiiE三lr･i -■■~■■一■■■ー■■■■■■･...-I
I:一!㍗ :.j王l

〔笥
ハモ

〓

ljlLx
fCn
･T
J･･F:I･t･!･71,/1ヨ
(D
rlr.･H
T)i〔nY
g
h
.

.
;
][･CI
tl芸

山

南
昔
L:･.l:･.鞘
g
L

J,
D
Y

〔
巴



スウェーデンの1842年の民衆教育令
横山 悦生

･甲
｡

u
aTu
Tt
l･alJi.
S
u

ttl薫

㌢

U一讃

t
TtEF
.一
.I.r
q.tET妃
舌
つ

盲

等

i

i

i

i
i
iiii

i
i
ii
i

i
i

i
i
iii
ii
i

i
iii
ii
i
i

ii
i
i

i
i
i
n

拙=●

rL ' I ..t,.

r+I 行 書日量皇妄 耶 了:l壬..T fil級 I

.,i-

1 一I
I

1

弼 1-!II 頑 1ユ■I

●●

~丁.■｢ /
一■

ヽ ■′
′

､ヽ ∫ 珊 叛■■■■■■ー~一■一■■■■一一■一■L軸 i

オブI I

I
′lll■- -

- ＼ ltk ､ Ir l!p.i-.■■■■■一･一一l■.

J≡琵 琶≡L.･.･.- ..-..･.巨 ｣ _!

--tL

巨≡ ;㌔虻 ∃

lIllIII重i阜ーI

ーlーI++rt
l■;
E. 一一一
● i.†''5日HiiL:;TL▼■ lll_I.･._...■｣
･T )!1.Tr

H
H
H
u
.川
.
L-
I;
.-I

..J
P
ltI1
寸
T
.
-
｢

=
:
_1
=
+IU
...
[7
日
tI

･
1
9]

1!
.V
T
TC遥

…

i/

Y
.
9
丈

主≒ 亨- iT ILn tT T :
i':

- L- '- 干 ゴ ー Tr '-

封

T
仙
川

川
EI
T
;T
r.';
,
.
-7
1

三 二 二 ●

コ
=

H
l

崇 葺 .j 喜

I
l
l"

T
,

茸

,i1

ロコ-

A.lS塊 ●上捕

i . '日 一.:tl rtf主用

･. H.

■1､㌔′■与柿i.罫酎

闘 ‖…EjtSEL邑堅 .告臣冊tZtiEEl拓 .E;JE証 書:IIIiliI書書.ilil

■ー■■■ l
lI

.IItl
ーI.I
■l●●.1■
F..il.;
t■ .I
I..tT.l'.:
■王.tlf..I
.tl'†■
■ I
Irt1
L'一●●一一 l
Jf3..l■l
･.I;王;ー■
●■-.tll卜t●■
l

■lll･fT
F'L.1++.F
ト,..1''王l与
.∫､▲一･1
-tJI.IIr1一l.
■●●t
.一t+rr-
:J I
-1..-.ーI
llーttI
I- r1■tl
tJ ILI

〔
詔

ソ
三

11Jl[xJ(
D
望

‥l;t･;･
轟
ヨ
GD
EI･(.･鞘
.T:LT〔bY
寸

g

′;i
Cl
憩
q
･.
山

南
瑞
賢
謀
臣
り
l
I
,
E
L
tf
〔

6

)



ヽ

技術教育学研究室 研究報告

技術教育学の探究 第4号 2007年 9月

ノヽ

.甲

U
古

.a

.2

T･.L
1
山
]l
U

苫

!u
点

上_-t.u
J
Q
u
日
日

,_....,重苦麗 主iHlI--IlI.tLモ･:i.l暮･i

一ll∫ l■ 1). ー～R .一 拙一.l

I･j.
t■ーI I
litII
..l':I;.II
･lI

.il.I II .Lf ､一 日 ■II I.I.
i.iH王I ′ヽ

l Hト ●■ .I

I-I.l!:

/'T%l ∫lII

LtiZ---:L二⊆⊇ ⊥:.I:'..～I.r:,;=7-1蔓,幣 I.IILFTt!.II.ヽ .I掻■■■llt

I..I:I

I .I.l■手

I .‖ ;I

,.I:日'

I.i.●i; ー■

I.̀i吊 I .
千;†̀■.｣l●
･一.l..ー4

l･一一:,I

;一.lTI

-1::.lt. ti

.J
B1
.f

○巾
｣男
.4月叩W
J

召

HH

T

〇

一

申
T･1
茎

T

1
3
13
･J

S
u
!u
烏

語

･l
{
.,u
遥

I+tT..+

.一lJ
;Lが
I
TK

flLO.

l

…

I

■~=~■~'l

-

ト

｣

…
-
･1T

.']:=巨
‥.n
胴
.LE
I

-.-,･'.L=JI.･二 ･･.-" I･-･･ I

~■■~て11 j~~ ●■ー▼L+ 1.l■■-.

JE労■ lli!≡l二

一丁｢~ I
-JIJLJI
]l!J
lilll㌔ 一㌔

l■■■■l義-一■
I

一一

･t｡
qP
Fgtの

78

二
771.,::川...,I:.i
..:;,'...,.ll.,.',陸

.:

""i'll.i.i,.,Jg
E.ua
TRdi
.L暇
:;5,..I....:L1.,..,J.I.:957陸
.Fi.i:,pe..Li':...:.,..,...I
..,(.

,I:,.,:I.I:I.''i'L-

≡

≡

≡

≡

≡

ニ

.､rr:iI
Ilji

..

i

II
一
¶
I
:
rH

引

8
.

I
▲一_1
iH
l
1
1.
:i

i

.

!

III
l
一l

p

'3

.

を

.
#

糊

重き

.

!

E

喜

j
号
主三

鮎

J+

...,_I,i

.,i-i;'L-i
..:莞'..～～.1■1､中.lil;I.■(.r.古.':I/ff-i王:

蛇÷E

..I!I■一■一一■ :.一l.!L音岩墓麹

a

宣

二
t!

･H一日王TL._:llH!lI.
.Hi
)LiI
7.
LL.;.
-l;.L
H,
榊ト

i●iT王
一･h..■tHIー■LlーL日射l1:I_lII

■.l!1▼■一r1--.一■L1.-rL';JH..I■-ili.:1+*●I==一丁■1 1I'1亭:
I.-T.#嶋岩コ∈=■lf..litiリjJ芳iLiIたこヨー=-

-.■i.

-

1圭喜

ZT_iI

宙

庵要

I

l
ll.-1r-.す1.
1

■■･dR
■ヽ

l上上Iヽ
L1IItI＼

園

■

■

■

･.I.■■l■
肇I.i-1

〔･n]F〓lJ二異義.1:I･E･tL･峯当er歪i.TtTeY寸9.TjPTj粛山南+.SF許:T,LDLI,Fly.(OT)



スウェーデンの1842年の民衆教育令
横山 悦生

79

･慧

11,gPlt

tlgT
IB
P

l
L･lm
I･･u10uaE
]

■■.†■-

IE!‖IHi.1- :,:p.ii~~~.出I.日】
ll //l I ..__u 1IlI

･.捕 ;I,i.::.tlT.Prlt t■

liL.I.ll■lll
.;ll【王

一l■一l卜llEll

■闇 ●▲■若 宙 岳闇I･'.;酎 ;妄1･喜 詞 でl 一斗 i

･り一 '二// l

ll■l:1'I,rlr′暮<r 巨に⊂= ⊂:■tC⊂==E,l
'●I l∴･.)
I.1'./I/ I
｣ ノI- ItI-I
◆

rl＼ttl J..Iil

･Tl吋､ lII●!=.lc呂 cl

l■■ヽ

1.rlll等し!▲下 ､lll;

J:Ti..iJt. It lIl ●.-.･.......･...一■
iHけさ____ーT

二iいlihi毒し 朗 ‡

∴目貫 li

Jii1料
1.-日日日

+･3仙 ●uL.1. ..二･い りlt

.lHl!llfL

i持

tt.T

.IHU号
r･rt
H

.I

司

I1 - -｣ .-｡

l▲■･l
■

IL
...

l
l二
.i

･J壬

P

rE

･u
ttu

!/

p
F
.ItllfJT
t尊

:･.I-:.H
H州刊日日
-I.り.-1=

I.~
1

･l
･-
■l1-_W

-

1_l●･■-I1..I.一-■

日日日日日日弱

h_=
_:

w

I●･I.■~

‥り｣I-IT
.f=

｢~H11一

一･･･,J=..]=;T･1･.･..‥..

■■-一1'･Ilt~
I一ーIIl
1--
-1
･-
_1
---

瑚

刊

]41..i.Ir∴.A

r

.
･

~ヽ･llT!rll√
こlrHlトl■ ---■●l.=ilI-1lIIEIl毒蘭
.TF旺亘コ:.
All..J..tltfーIF..丁呈;'lI:.-l...Lill■■t:''.:.Trナ一I-■I
I

‡

I.■!iー■↓■■. ▲-二E:臨:
/昏睡己喜田!

ー~E拓
･E書鑑.▲■･.･.■■■■▼■■■■■■･.■■■･.■ll■l■l■■-辿f

i

E

:=.':h'.IrTl-.Ip.tl.!■Z..'..I.王:[:妄-.)...lI.TlIl.●一.;.'I.1...
IIl''[Jll一■一●I lA～rTt..I
■ー●
Illr
1
i

一■当旧

E拓喜監
盲管
〒m

I

l

I

■..ll I:
1日

-L1::...I

＼I:TlL臣 矧 1.一一'剛Ii

●ヽ:h.･l .I;'◆. 1.t.･.I.i.::.'- ...戟一▲i 旧E旧削l一日控捕描 ,I

LiLJirtLH.+,..Jl…■.Hl.:.l!I萱ヨ皿 空ニ̀-E:Tg!粧 肺
担:日.i..ー1.;.ll.ーIitI■I一 毛.無 闇/-'.-1Lui.F:●1ー
..It_I:::リ.̀一.いF..丁.二王.日i..1刊',禦 t.:..7jIL=

E'-蓋 蓮 願 旧刊

〔望=毒〔D･W･Jl･[･;T]1rrF皇･(:I;Ifi･JT吉YOE:11･S:[=!t:,当日EU･･..芸CoY等〔tT〕



技術教育学研究室 研究報告

技術教育学の探究 第4号 2007年9月

.V

.E
V
.

d

T
t
T
T的
..5
8

過 tド. ノぎ: i E川踊 EF .⊂ コ 【コ雇 藍 IE.芸 当 閉 篭I:,. li F#F EiE. 豆 藍.r l-●l●●｡■摘 Elf.lltll7才n■■rJT.''1.王i■ll.i;I.I.tt-.:II:-).'1llIl●一 ltiFirti1+,.I..I:IlH

80

.....(.… 刑

t~■'III.L日工i 日日酢l帰 一.!fE.i..t藍諸l掛 主圭i一軒

l!liII
■lllJHHIII■
I['!I
I1日±一il Ilト
I1いーll)●
1l1t･lIt
ll1!I+Il

',lllH･1■●一一lI:tlI一3.r1.LI
Ill;ll

Iiこ一JltH三;

.FIT.FH;..≡
I.Iハ トII.ll.IIHllー
HL'i.l Il'lIT事..I■日ト･.THHL.-'LIHl
,I一
･11IIiH一日
I!1illI
IlF:I
.fl ll' 1

l1 ? Ill

1lilI IH;1-ElllllIIIH.lIltIlhO一I
.LLコ.I●I■tl1▲ーI■l
lll一ll王1
Iil一III

†●Hll1
ii+IiHIl､‥､II11

1旧

I･三宅l占 りllー一一.II i
i..Il ≡由pl■l王.酎潤II三胴酎l

帖 ttr

t.
lり
lh
モー1.1I:1 F
日日1
l一■lI

l̀･一一
rI II
fhI ■
FhlI
JL]Jl
t Et ∫ ■▼
ll ▲暮̀‖t

■I育II■Il■lIl I I■∫

1日ー
Ill

}1■■=∫tl 一

1■ ｢■

l吋;Jg 芋i室こ巨菩: )llttir
I

lll-

IJ:[Jは: 一

ills●l lllI1;t●

冊藍 岳 i iIl【■

1日 tー●lII..王lI IIlI●1

′■l IlI日】l【II†ーlI■●■I- ItE 一一1■ll一1lI 1II

it蓋 ifHIIE1.:Ilト ●ltIIIIlt11一 ▲ I1lIII

捕 Ill1I l

LtJJl旦

(
n
望

‥ft.,T
買

主

rl!t.ら
.iw
Y
こ

.

芸
_草
J･r;!雪
盲

rlr･･l!.IT.言
.言

記
寸

.
吏

'-
I,忘

芸

F
.･･,plf,,[<･..I･F
,(星

y

E
1
1/
{

〔
昌


